
1 年間授業時数の確保と授業の充実
年間行事計画に基づき、バランスのとれた時数確保に努め
る。

2 年間行事の精選及び円滑な運営
生徒の学習環境、自主活動等との調和のとれた行事となる
よう各部・各学年との連絡調整に努める。

3 諸表簿の整理・保管の徹底 諸表簿類を利用しやすいよう整理する。

4 教育課程の研究と実施
生徒の実態に応じた類型制教育課程を研究し実施する。
観点別評価の研究に努める。

5
総合的な探究の時間・キャリアパス
ポートの研究と実施

各学年に応じた総合的な学習(探究)の時間（城岳プラ
ン）・キャリアパスポートを研究し実施する。

6
ＰＴＡ活動・同窓会活動を活発にし、
その充実・発展を図る。

ＰＴＡ総会の諸準備と実施、ＰＴＡ各部との連携、ＰＴＡ
新聞を発行する。

7
地域社会や教育諸団体との連携を密に
し、本校の教育の充実に努める。

二中慰霊祭・城岳講座を実施。

(1)
学年会・各部・各教科と連携を図り、高校生活の各時期における具体
的な目標づくりと自己学習力の向上をサポートする。

(2) １学年から進路指導を積み上げていく体制をつくる。

(1)
生徒自身が模試の見直しをすることによって、弱点強化が図れるよう
に助言する。

(2)
全職員に模擬試験のデータを提供し、学習指導の充実に向けて活用す
るように勧める。

(1) 課題を自分の力でしっかりと取り組むように指導する。

(2)
学習目標を設定し、PDCAを意識した取り組みができるようにサポート
する。

(1)
進路だより・進路学習会・職員及び生徒研修会・PTA進路学習会等を活
用して情報の提供を充実させると共にPTA・同窓会との連携を強化し、
指導の充実を図る。

(2)
同窓会館の活用の促進、及び同窓会のネットワークを活用
する。

(1) 大学入試センターなど各機関からの情報収集に努める。

1
全職員の共通理解のもとに意思の疎通
を図り生徒指導にあたる。

学年会や進路指導部との連携を密にする。

2

基本的生活習慣を確立させることに
よって豊かな知性、学力、たくましい
体力、精神力、自主性、創造力、協調
性に沿って考え行動する心を育てる。

イエローチケット指導、勤怠指導を徹底する。

(1) 定期的に部活動集会や部長会、中央委員会等を実施する。

(2)
規律委員で朝のSHR開始前に携帯・スマホや身なり、その他
の規律に関する呼びかけに取り組む。

4 交通安全指導の徹底。
自転車通学者や運転免許取得者集会を持ち、交通安全の徹
底を図る。

生
徒
指
導
部

3
学習活動、部活動、特別活動への自主
的、積極的参加の気運を高める。

５　各部・各学年・各教科における目標及び手立て
目　　標 目標達成のための手立て

教
務
部

進
路
指
導
部

1
生徒個々の進路目標の実現に向けた取
り組みを強化する。

2 模擬試験データの活用を進める。

3
学習習慣の定着を図るための指導を強化す
る。

4 PTA・同窓会との連携を図る。

積極的に研修会に参加し、収集した情報を共有する。(2)

5 進路指導に関する情報収集と研修を進める。



1
館内の雰囲気づくりと，読書意欲の昂揚を図
る。

新入生オリエンテーション、作品展、資料展を実施し、図書館の案内
と利用促進に努める。

2
学習活動と直結した図書館づくりを心がけ
る。

読書感想文・感想画コンクールの取りまとめを行う。生徒作品集
『綾』を発行する。

3

図書館活動や，新刊，資料などに関する広報
活動の充実を図る。

図書委員を中心に図書館だより『埋み火』を発行し、読書活動の活性
化を推進する。

4

視聴覚に関する施設設備を充実させ，利用を
促進する。

関係部署との連携を密にしながら、行事における放送機器の準備と設
営を行う。

5
優れた芸術を実際に鑑賞する機会を設
け、豊かな感受性を育む。

芸術鑑賞会を実施する。Ｒ５年度は「なはーと」にて琉球
フィルハーモニックの演奏を鑑賞予定。

1
校内環境を整え、生徒職員の学校生活における安全、安心を図る。

２
清掃活動を通して生活環境への意識の向上を図る。ゴミの分別や分担
区の清掃の徹底を図る。

３
ＨＲ担任や教科担任、養護教諭、教育相談担当、スクールカウンセ
ラー、保護者との連携の下に、問題を抱える生徒への支援に努める。

４ 教育相談・特別支援教育を通して、生徒理解・支援に努める。

５ 健康診断の完全実施と事後指導を徹底する。

６ 健康相談活動を充実する。

７ 感染症対策を徹底する。

８ 救急体制を整備する。

９ 環境衛生検査の完全実施・衛生管理を充実する。

１０ 広報活動・講演会等による健康教育を充実する。

１１ 災害共済給付申請業務の円滑に実施する。

１２ 学校保健組織活動を推進する。

1 校務処理環境の整備。 各種機器や各種ツールの保守、安全運用に努める。

2
校務支援システム及び、学校Webペー
ジの円滑運営。

学校ホームページの円滑活用に努める。

3 職員の情報活用能力の向上。
校内研修や広報により、情報提供および技術伝達に努め
る。

4 個人情報保護の徹底。
情報セキュリティーの意識向上をはかり、情報保護に努め
る。

5 ICT教育環境の整備。
無線LAN、電子黒板及び１人１台端末を活用した授業に向け
た環境整備に努める。

1
教育環境の整備、施設の安全管理に努
める。

危険箇所を把握して、修繕や修理等対応を迅速に行う。

(1)
各部、各科、学年に管理箇所の状況報告の手立てを作成す
る。

(2)
予算配分を検討して各部、教科と連携をして整備を進め
る。

3
資質の向上に努め、学校運営に寄与す
る。

丁寧な来客対応や電話対応を心がけて地域との連携を進め
ていく。

1
高校生としての自覚を持たせ、基本的
生活習慣の確立を図る。

三点固定を維持させるとともに、日々の清掃、教室の机や
棚の整理整頓など、学習環境整備を徹底させる。

2
ルール･マナーを守る生徒の育成を図
る。

生徒指導部と連携し、身なりやスマートフォン等の使用マ
ナー、遅刻指導などを徹底する。

3
学力向上を目指し、学習活動を支援す
る。

進路指導部と連携し、フォーサイト手帳や進路指導に関す
る資料の有効活用を促し、学習習慣の定着を支援する。

１
学
年

保
健
美
化
部

1

校内の環境整備・美化活動を通し、心身共に
健康な学校生活を実現する。

4
心身の健康の保持増進を目指し、自己管理能
力の育成を図る。

2
支援を要する生徒に対する早期発見及び、理
解と対応についての連携を図る。

シ
ス
テ
ム
管
理
部

事
務
部

凡事徹底：基本的生活習慣を確立し､高い学力と豊かな心の養成･自主性の育成に努める

目　　標

2
予算の効率的･効果的な執行に努め
る。

図
書
・
視
聴
覚
部

目標達成のための手立て



1
進路指導部と連携を密にし、進路の早
期決定に努める。

個人面談を通して類型制教育課程を理解させ、進路適性検
査や第一志望届などの取り組みを活かしながら個々の進路
決定の意識付けを図る。

2
生徒指導部と連携を密にし、基本的生
活態度の確立と自主自立の精神を養
う。

常に落ち着いた学習環境作りをする。手帳を通し自己管理
能力の育成に取り組む。各行事を通して主体性を養う。

3
基礎学力の向上を目指し、主体的な学
習指導の確立を図る。

日々の授業を大切にし、進路指導部の計画する諸講座、模
試へ意欲的に参加させ面談を通して結果を分析する。

(1)
学年会（毎週火曜日）で各ホームルーム間の情報交換を図
る。

(2) 進路部との連携を密にしながら、進路指導を円滑に行う。

(3)
ＬＨＲ、総合探究、進路検討会、個人面談、三者面談等を
とおして、進路指導の充実を図る。

(4)
入試科目等を基軸に、具体的かつ実行可能な進路計画を早
期に立てさせ、定期的にフィードバックを行う。

(1)
遅刻や無届欠課、無届欠席をなくすために、保護者と連携
した指導を徹底する。

(2)
身なり及びマナー指導、清掃及び整理整頓の指導を徹底す
る。

(3) 時間・期日厳守の指導を徹底する。

(1) 日々の授業を最後まで真剣に取り組む姿勢を育てる。

(2)
生徒の学力と学習状況の実態把握のために、教科担任と連
携を密にする。

(3)
講座の受講や校内模試・対外模試の受験、同窓会自習室の
活用等、進路実現に向けた積極的な取り組みを促す。

(4)
定期考査及び模試の振り返りや分析を促し、弱点補強を徹
底させる。

(1) 毎週単語テスト等の小テストを実施する。

(2) 長期休みに問題集などの課題をさせる。

(3)
模擬試験の分析及び誤答レポートの作成を課すことで、学
力向上に繋げる。

(4) 講座を実施し、苦手分野の克服につなげる。

(5)
１，2年の早朝講座は、古典分野を中心とした基礎定着のた
めの講座とする。

(6) 定期テストに語彙問題を付加する。

(7)
定期テストにおいて、応用問題として大学共通テストに対
応した問題を出題する。

2 言語活動の充実
弁論大会、百人一首大会、読書感想文や創作文のコンクー
ルへの応募などを通して、生徒の言語表現の力を高める。

3
生徒が自主的に学びに向かう姿勢を育
む授業実践

各単元の中心的な問いを設定・提示し、その問いについて
生徒が考えを深め、自身のことと関連付けながら学習をす
すめるような授業づくりを行う。

２
学
年

３
学
年

1
進路実現に向けて、最後まで粘り強く
取り組む姿勢を育む。

2
基本的生活習慣を定着させ、規律ある
生活態度を確立する。

3
自主・自立につながる学習スタイルを
確立させる。

最終学年としての自覚を持たせ、自己教育力を育てる。

中堅学年としての責任を自覚し、基礎学力の向上、基本的生活習慣の育成を図る。

※成年年齢に達した生徒について
生徒が成年年齢に達しても、一人一人の生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質や行動力を高めることを目指
し、保護者等との連携を図りながら生徒指導・進路指導を行う。

国
語
科

1 大学共通テストに対応する基礎基本の定着

目　　標 目標達成のための手立て



1 基本的学習内容を定着させる
単元ごとの小テスト導入や教材研究の充実をはかり、基礎
力をつける。

2 受験指導や講座の充実
生徒の進路に応じた夏期講座・定期講座・個別指導などを
開設する。

3
成年年齢引き上げに伴う諸問題の理解
及び主権者教育の充実を図る

成年及び主権者としての意識を高めるための取り組みを充
実させる。

4 ICT教材の活用
理解度を深めるため、タブレット・プロジェクターDVD・
写真・地図などを活用する。

5
大学入試制度に対応した教科指導の充
実

大学入試制度に対応した教科指導、授業実践について研究
し、教科で情報共有する。

(1)
日々の授業の復習のDay-Week-Month（DWM）サイクルを定着
させるために週末課題は毎週課し、点検する。

(2)
国公立大学の個別試験に対応するために記述式設問を定期
考査等に導入する。

(3)
教材研究の勉強会を教科内で随時開催し、傾向と対策のパ
ターン学習に固執することなく、初見問題に対応できるだ
けの基礎・基本の充実を図る。

(4) 生徒の実態及びニーズに応じた講座の開設。

(5) 模試を分析し、生徒の学力向上の資料として活用する。

1 進路指導の充実
生徒の実態に応じた講座の開設や模擬試験の分析、過去問
の提供・解説等を行い、大学入学共通テストや二次試験に
対応できる確かな学力の涵養

2
科学現象に対する思考力・表現力の育
成

探究心を引き出し、授業へ積極的に参加できるような授業
展開の工夫と研究

3 家庭学習・自主学習の確立
主体的な学習になるような課題、宿題の出題方法の工夫と
研究

1 規律や礼儀を重んずる態度の育成
グループ活動を通して、協力する姿勢や集合整列への取組
みの強化を図る。

2 基礎体力の向上
新体力テスト等を活用し、自己の体力の状況を振り返り、
補助・補強運動を取り入れる。

3 健康・安全の指導強化
自己の健康について理解を深め、安全に留意して運動に取
り組む能力を身につけさせる。

4
主体的に企画・運営を実践できる資
質・能力の育成

実践活動や運営での役割意識を持たせ、リーダーを中心に
協力し合う資質・能力を育成する。

理
科

保
健
体
育
科

1
数学における基本的概念や原理・法則
の理解を深め、事象を数学的に考察
し、処理する能力を高める。

2
数学的な見方や考え方の良さを認識
し、それらを積極的に活用する態度を
育てる。

地
歴
公
民
科

数
学
科

目　　標 目標達成のための手立て



1 芸術に関する各科目の特性について理
解させ、意図に基づいて表現するため
の技能を身に付けさせる。

① 各科目の特性を踏まえた課題の理解と、技能を高め、全員
が表現や制作物を完成できるように取り組ませる。又は技
能習得を目指す。

2 創造的な表現を工夫したり、芸術のよ
さや美しさを深く味わうことができる
ような授業の工夫。

② 様々な表現活動に取り組ませ、授業や夏休みの課題で制作
した作品をコンクールへ応募する機会を持つ。

3 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育
むとともに、感性を深め、心豊かな生
活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

③ 芸術を愛好する心情を育む一助として芸術合同発表会を開
催する。

1 4技能の基礎力の定着
授業、課題、パフォーマンステスト等を通して4技能を育
成・定着させる

①
各種校内コンテストを実施し、コミュニケーション能力や
表現力を育成

② 英語スキットコンテストの実施

③ 英語スピーチコンテストの実施

3 学年間の連携 学年間での情報共有や次年度への引き継ぎを実施する

1

生活を主体的に営むために必要な基礎
的な理解を図るとともに，それらに係
る技能を体験的・総合的に身に付ける
ようにする。

・実習を通して、技術を身につけるとともに、単元ごとの
調べ学習などを適宜実施する。

2
様々な人々と協働し，生活の充実向上
を図ろうとする実践的な態度を養う。

・家庭クラブ活動の充実向上（家庭・地域との連携）
・グループでの共同作業

3
ICTを活用しわかりやすい授業・実習
を実践する。

・教材・教具の製作及び効果的活用
・一人一台端末の効果的な活用

1
コミュニケーション力を高める授業内
容の充実と指導方法の研究。

情報発信を的確に行う事を意識した授業の展開

2
情報活用に関する基本的な知識・技術
の定着を図る。

課題や実技テスト等を利用し、情報活用の基礎的基本的知
識・技能の定着を図る。

3 情報モラルの向上と定着を図る。 情報化社会の課題や問題点を適時提示し、意識づける。

情
報
科

英
語
科 2

家
庭
科

芸
術
科

芸術の幅広い活動を通して、各科目における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに
関わる資質・能力を育成することを目指す。

コミュニケーション能力の育成


